
2011.6発表 

ワーキングプアに関する連合・連合総研共同調査研究報告書Ⅱ―分析編― 

～困難な時代を生きる人々の仕事と生活の実態～ 

 

「働く貧困層（ワーキングプア）に関する調査研究委員会」 

（主     査）福原 宏幸  大阪市立大学大学院経済学研究科・教授 

（委     員）西田 芳正  大阪府立大学人間社会学部・准教授 

樋口 明彦  法政大学社会学部・准教授 

村上 英吾  日本大学経済学部・准教授  

吉中 季子  大阪体育大学健康福祉学部・講師 

（ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ）西村 博史  労働調査協議会・主幹研究員 

【肩書は研究委員会終了時】 

 

 連合総研では、ワーキングプアの実態を把握することを目的として、連合非正規労働セ

ンター・総合政策局と共同で、2009 年 1 月に「働く貧困層（ワーキングプア）に関する調

査研究委員会」（主査：福原宏幸大阪市立大学教授）を設置し、アンケート調査（「困難な

時代を生きる人々の雇用と生活の実態調査」）および聞き取り調査を企画し、生活困難者等

の支援を行っている労働組合、ＮＰＯ等の全面的な協力を得て、2009年 7月から 12月にか

けて双方の調査を実施した。 

同委員会では、これらの調査研究成果を 2冊の報告書にまとめた。1冊は、120人に及ぶ

聞き取り調査対象者の生の声を集めたケースレポート集で、2010年 6月に、「ワーキングプ

アに関する連合・連合総研共同調査研究報告書Ⅰ－ケースレポート編－」として刊行した。

もう 1冊は、本報告書「分析編」である。「分析編」は、研究委員会メンバーが聞き取り調

査およびアンケート調査の結果についてそれぞれの視点から分析を行ったものである。 

本調査研究を通じて、ワーキングプアの雇用が極めて不安定な状態にあり、かつ、それ

が固定化されていく様子が明らかとなった。また、雇用の不安定さは、貧困をもたらすだ

けでなく、家族、友人、企業組織、地域社会とのつながりの弱体化をもたらし、結果的に、

彼らは社会的排除の状態におかれていることが明らかとなった。 
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